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飲料水自動販売機（災害対応機）を設置しました

自然が織りなす造形美

　１月４日（金）、役場大会議室において平成25年
成人式が開催され、男性５名、女性２名の７名全員
が出席されました。
　式典では、一人ひとりの近況報告や中学校の恩師
によるお祝いの言葉が贈られ、新成人を代表して嶽
坂翔太郎さんが謝辞、土屋望生さんが交通安全宣言
を行いました。
　式典後は、久々に再会した友達と思い出話に花を
咲かせていました。
　誓いを新たにされた新成人の皆さん、これからの
時代を背負い、より良い未来を築いていかれるよう
ご活躍を期待しています。

【
出　

生
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今月号の主な内容
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平
成
二
十
五
年　

五
木
村
消
防
団
出
初
式

消
防
活
動
の
士
気
高
く

　

一
月
五
日
（
土
）、中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

新
春
恒
例
の
五
木
村
消
防
団
出
初
式
が
辻
団
長
以
下

九
十
三
名
の
団
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
初
式
は
、
消
防
団
組
織
が
六
個
分
団
か

ら
四
個
分
団
の
新
体
制
に
な
っ
て
初
の
開
催
。

　

寒
い
冬
空
の
中
、
辻
団
長
を
先
頭
に
分
列
行
進
で

始
ま
り
、
森
山
副
団
長
総
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
式

典
が
進
め
ら
れ
、
和
田
村
長
の
式
辞
、
辻
団
長
及
び

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
長
の
訓
示
、
消
防
団
活
動
に

功
績
が
あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
状
の
伝
達
、
来
賓
祝

辞
の
後
、
各
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
中
央
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通

常
点
検
が
行
わ
れ
、
指
揮
者
の
号
令
に
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
す
ば
ら
し
い
行
動
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
ぜ
っ
た
い
に
火
遊
び

は
し
ま
せ
ん
。」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
防
火
の
誓
い

を
唱
和
し
、
会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

各
分
団
の
通
常
点
検
は
、
そ
れ
ぞ
れ
勇
壮
な
姿
で
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
と
士
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

ク
レ
ー
ン
で
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
に
吊
る
さ
れ
た

カ
ゴ
に
入
っ
た
四
つ
の
ボ
ー
ル
を
放
水
で
落
と
す
ま

で
の
タ
イ
ム
を
競
う
放
水
競
技
で
は
、
風
が
吹
か
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
好
タ
イ
ム
が
続
出
。
一
位
か
ら

三
位
ま
で
の
タ
イ
ム
差
が
一
秒
と
い
う
接
戦
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
放
水
玉
落

と
し
も
初
め
て
行
わ
れ
、
見
事
な
玉
落
と
し
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
及
び
各
種
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
規
律
の
部
】

優　

勝　

第
一
分
団

第
二
位　

第
二
分
団

第
三
位　

本
部
分
団

【
放
水
の
部
】

優　

勝　

第
三
分
団
（
四
〇
秒
〇
七
）

第
二
位　

第
二
分
団
（
四
〇
秒
四
九
）

第
三
位　

第
一
分
団
（
四
一
秒
七
〇
）

【
熊
本
県
知
事
表
彰
】

　

勤
続
二
十
五
年
以
上

第
二
分
団
一
部　

部
長　

甲
斐　

幸
男

第
三
分
団
一
部　

部
長　

馬
場
上　

浩

【
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

勤
続
二
十
年
以
上

本
部
分
団　
　
　

班
長　

土
肥　

博
司

本
部
分
団　
　
　

団
員　

山
本　
　

巧

本
部
分
団　
　
　

団
員　

山
本　

真
也

第
一
分
団　
　
　

班
長　

早
田　

吉
臣

第
二
分
団
一
部　

班
長　

土
屋　

幸
治

第
二
分
団
一
部　

班
長　

土
屋　

智
浩

第
三
分
団
一
部　

班
長　

岩
本　

安
弘

第
三
分
団
一
部　

班
長　

尾
方　

繁
之

第
三
分
団
二
部　

班
長　

桑
田　

明
彦

【
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

勤
続
十
五
年
以
上

第
二
分
団
二
部　

班
長　

下
野　

和
義

第
三
分
団
一
部　

班
長　

竹
村　

智
幸

第
三
分
団
一
部　

団
員　

藤
本　

文
雄

第
三
分
団
二
部　

団
員　

髙
田　
　

栄

（
敬
称
略
）

▲防火の誓い

▲好タイム続出の放水競技

▲優勝した第１分団の通常点検

▲分列行進

▲辻団長による人員報告

▲組織再編により四個分団となった消防団

▲かわいらしい幼年消防クラブの通常点検

▲初めて行われた幼年消防クラブの放水玉落とし

「五木村ふるさと環境美化条例」「五木村ふるさと環境美化条例」
「五木村環境美化条例」が改正され、平成２５年４月１日より「五木村環境美化条例」が改正され、平成２５年４月１日より
「五木村ふる「五木村ふるさと環境美化条例」として施行されます。さと環境美化条例」として施行されます。

　道路、公園などの公共の場所では、空き缶・タバコの吸殻などの散乱や飼い犬のフンの放置な
どにより、村の景観が損なわれているところが少なくありません。
　また、道路脇の土地などの他人が所有する土地や河川に弁当類（弁当容器・ペットボトル・レ
ジ袋など）などが捨てられているのが目立ちます。これらは環境を汚すだけでなく、土地の所有
者や周辺に住む人々に多大な迷惑を与え、不快な思いをさせています。
　五木村では、このような問題を防止するため、人吉球磨地域の市町村と連携して、村民のみな
さんや事業者のみなさん、所有者のみなさんと、行政が力を合わせ、清潔で美しいふるさとづく
りを推進し、美しいふるさとを次の世代に引き継ぐことを目的として「五木村ふるさと環境美化
条例」を平成 25年４月１日から施行します。

【お問い合わせ】保健福祉課　３７－２２１４（IP：2214）

条例では次のようなルールを定めています

　道路、公園、河川など公
共の場所や他人の土地に、
空き缶、吸殻などのごみを
捨てずに、適正に処理しま
しょう。

≪違反した場合は≫
　禁止行為に違反した者に対して、村が勧告や命令を行い、正当な理由
がなく従わなかった場合は、氏名等を公表することがあります。

　飼い犬を散歩させるとき
は犬のフンを回収するため
の用具を携帯し、飼い犬が
フンをしたときは持ち帰り
ましょう。

　道路、公園、河川など公
共の場所や他人の土地にあ
る建物・工作物に、落書き
をしないようにしましょ
う。

　ごみを捨てた人が特定できない場合、土地の所有
者・管理者の責任で処理しなければならないことが
あります。草刈や定期的な清掃、フェンスの設置など、
ごみを捨てられにくい環境づくりが大切です。
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自衛官募集相談員委嘱式
　２月５日（火）、役場大会議室において自
衛官募集相談員委嘱式が行われました。
　自衛官募集相談員は、入隊希望者への募集
情報の提供など自衛隊員の確保のために活動
するもので、村長と地方協力本部長の連名で
委嘱されます。
　五木村からは、山下照公さん（栗鶴）が委
嘱されまし
た。
　これから
学校への募
集協力の促
進、自衛隊
の広報活動
に対する支
援等の重要
な役割を担
われます。

第30回五木村新春駅伝大会第30回五木村新春駅伝大会
　１月１３日（日）、新年の恒例行事となった「第３０回五木村新春駅伝大会」が役場前をスタート、
ゴールに、頭地を周回するコース全８区間で行われ、小学校から一般まで１５チームが参加して、健
脚を競いました。
　当日は、スタート間際から雨が降り始め、凍てつく寒さとな
りましたが、選手たちは力いっぱいコースを疾走しました。
　コースは、1区と8区が外周1.9 ㎞、2区から7区が内周
1.2 ㎞の全長11.0 ㎞で行われ、沿道からは、声援と温かい
拍手が送られていました。
　また、交通誘導のためご協力いただきました交通安全指導
員の皆様、大変ありがとうございました。
　成績は次のとおりです。
１位　五木中学校Ａ 41分 30秒
２位　人吉高校五木分校 44分 27秒
３位　東分館Ａ 46分 02秒
４位　五木屋本舗 46分 45秒
５位　球磨地域振興局気持はヤング 51分 03秒
６位　北分館 51分 57秒
７位　球磨地域振興局シニア 53分 02秒
８位　五木中学校Ｂ 53分 36秒
９位　五木中学校職員 54分 48秒
10位　ブラックチーターズ（東小） 55分 23秒
11位　西分館 55分 59秒
12位　五木源（東小） 56分 05秒
13位　三浦分館 56分 56秒
14位　東分館Ｂ 57分 02秒
15位　東分館Ｃ 57分 51秒

　2月 5日（火）、東小学校体育館において、戦場カメラマン・フォ
トジャーナリストの「渡部　陽一氏」をお招きし、「世界からのメッ
セージ～家族の絆～」をテーマに講演会が開催されました。
　この講演会は、「五木村子ども夢創造芸術文化イベント事業」の
一環として、小・中学生を対象に、日頃から芸術文化に触れあう機
会の少ない五木村の子ども達が、社会で活躍している著名人やプロ
の芸術家から、講演・交流やワークショップ等を通して、生き方や
本物の芸術に直接触れることにより、将来の夢や希望を育み、個性
や創造性を高めることを目的として開催されたものです。
　当日は、村内の児童生徒、一般の方、約 200 名の方が参加され
ました。
　渡部陽一さんには、独特のゆっくりとした口調で、身振り手振り
を交えながら、なぜ戦場カメラマンになったのか、戦場の悲劇や戦
場に生きる子ども達の生きた声を貴重な体験をもとに講演をいただ
きました。
　子ども達は、話しを熱心に聞き入り、戦争により一番に犠牲とな
るのは、いつも弱い立場の子ども達であるということ、戦争の悲惨
さや平和の尊さ、家族の絆の大切さを身に染みて実感している様子
でした。

▲委嘱状を手にする山下さん

豆まきで鬼退治
　２月１日（金）、豆で鬼（邪気）を払い、
招福を祈願して豆まきが行われました。
　保育所では、赤鬼・青鬼に扮した役場職員
が近づくと恐怖のあまり大声で泣き出す園児
がいましたが、果敢に向って豆を投げつける
園児もいました。
　「いつきちゃん」も応援に駆け付け、２頭
の鬼を追い払いました。
　その後、赤鬼・青鬼と「いつきちゃん」一
行は、五木村社協デイサービスセンターと、
小規模多機能ホーム「五木の友」にも訪問し
て、一緒に豆まきを楽しみました。

「どんどや」で無病息災を願う
　「どんどや」は青竹などでやぐらを組んで、
正月飾りなどと一緒に燃やす小正月の伝統行
事です。
　「どんどや」の火にあたり、残り火で餅を
焼いて食べれば、その年健康でいられるそう
です。
　1月 7日（月）に東分館、1月 13日（日）
に北分館で、無病息災・五穀豊穣を祈願して
「どんどや」が行われ、高く燃え上がる炎と、
災いを退けると言われる青竹の爆

は

ぜる音が鳴
り響きました。

優
勝
し
た
五
木
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

五木村子ども夢創造芸術文化イベント事業五木村子ども夢創造芸術文化イベント事業
戦場カメラマン「渡部陽一氏」講演会が開催されました。戦場カメラマン「渡部陽一氏」講演会が開催されました。

◀宮園の河原で行われ
　た北分館のどんどや

▲子守唄公園で行われ
　た東分館のどんどや

◀「鬼は外～！」

認知症サポーター養成講座
～宮園地区で開催～

　２月 15日（金）、宮園交流館において「認
知症サポーター養成講座」が開催され地区の
皆さんが参加されました。 
　認知症サポーターは、なにかを特別にやっ
てもらうものではありません。認知症を正し
く理解して、認知症の人や家族を温かく見守
る応援者になってもらいます。 
　サポーターの中から地域のリーダーとし
て、地域づくりの担い手が育つことを期待い
たします。
　なお、認知症サポーターには認知症を支援
する「目印」として、ブレスレット（オレン
ジリング）をつけてもらいます。

▲認知症サポーターの
　印オレンジリング

戦場カメラマンの渡部陽一さん
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お知らせお知らせ
森の大切さ学ぼう

間伐材を使い、小学生がベンチ作り
　１月27日（日）、東小学校グラウンドにおいて、「五木村丸太会」主催による、地元小学生を対
象とした、森林の役割や森と私たちの暮らしの関わりについて学び、ベンチと鳥の巣箱を作る木
工体験教室を開催しました。
　「五木村丸太会」（会長・樅木弘人）は、地元木材の利用促進や森林資源の価値についての啓発
を目的に、平成24年 3月に地元有志12名により発足した会です。
　今回の企画は、県の「水とみどりの森づくり税」を活用した「熊本県水とみどりの森づくり活
動支援事業」の一部助成を受けて、地元の子ども達に、山林の働きや森林資源の大切さを伝える
ことを目的に丸太会が、開催した体験教室です。
　当日は、東小学校の児童６名とその保護者３名が参加しました。参加者は、熊本県森林インス
トラクターの岡本正さんから、パネルを使った「人工林と天然林」「山の仕事とは」「森や木の働き」
など森の役割や大切さについての話を聞いた後、子ども達は丸太会の方に手伝ってもらいながら、
金づちで釘を打ったり、のこぎりで丸太を切り、電動ドリルでネジを打ち込んだりして、間伐材
を用いたベンチ４台と、鳥の巣箱づくりを体験しました。
　参加した子ども達は、「いいベンチができて良かった」「難しかったけど楽しかった」「運動場で
使うのが楽しみ」と口々に感想を話していました。
　時折雪の混じる中、参加者は焼き芋やぜんざいをほおばり休憩しながら、正午過ぎまで行いま
した。
　完成したベンチは、丸太会で防腐剤やペンキを塗った後、東小学校に寄贈し、子ども達が使う
予定です。

人吉球磨地域で３月３１日まで開催
　「人吉球磨は、ひなまつり」が２月１日（金）から３月
３１日（日）まで、人吉・球磨一帯で開催されています。
　五木村でも２月１７日（日）に観光協会による「五木
村は、ひなまつり」のオープニングイベントが行われ、
子守唄公園のかやぶき民家でテープカットの後、保育
所園児による「五木の子守唄」と「うれしいひなまつり」
の合唱、福原博信さん（下谷）たちのバンド演奏が行
われました。
　かやぶき民家には、手作りのひな人形などたくさん
の華やかなひな壇が飾られ、期間中の土日には、役場
OB会、老人会、婦人会の方々による、お茶や梅酒の
ふる舞いも行われますので、ぜひご来場ください。

「人吉球磨は、ひなまつり」「人吉球磨は、ひなまつり」

　昨年大好評だったバンジージャ
ンプのイベントが、今年の春にも
開催されることが決定しました！
　今回は、頭地大橋のオープン記
念イベントとして行われます。
　大自然の山々を臨み、日本一の
清流を目の前に飛び出す 77メー
トルバンジージャンプは、世界で
も有数の壮大さを誇ります。
　２週間の期間限定イベントのた
め、前回同様ほぼ予約で満員とな
ることが予想されます。前回残念
ながら参加できなかった多くの方
も今回はぜひ早めの予約をおすす
めします。
　この春、自分への挑戦を！安全
で専門的に管理された環境の中、
新しいチャレンジに向けて自分自
身と向き合い、勇気を出してジャ
ンプ。春を全身で感じて大自然を
満喫できること間違いなし！

五木村バンジージャンプ２０１３五木村バンジージャンプ２０１３
開催日時
平成 25年 3月16日（土）
　　　　　　　～31日（日）
※21日と27日を除く

開催場所
熊本県球磨郡五木村
「銀杏橋（いちょうばし）」周辺

参加対象者
高校生以上の健康な方
（体重45㎏～90㎏）

参加費
￥１０，０００

お問い合わせ・ご予約
www.bungyjapan.com
0278‐72‐8133
itsuki@bungyjapan.com

『国民年金保険料を納めましょう』
　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　国民年金保険料を納めないままにしておくと、
将来の老齢基礎年金や障害・遺族など事故が発生
した場合の年金が受けられないことがあります。
　平成 25 年度の国民年金保険料額は、１ヶ月
15,040 円です。
　納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり、税金の負担が軽減されます。
　まだ納付がお済みでない方は、納付書をご用意
のうえ、至急お近くの金融機関、郵便局またはコ
ンビニエンスストアの窓口で納付してください。
　また、納め忘れがなく、納付の手間がかからな
い、口座振替やクレジットカードによる納付もで
きます。
　国民年金保険料についてご不明な点がありまし
たら、お近くの年金事務所にお尋ねください。

【お問い合わせ】
　日本年金機構　八代年金事務所（国民年金課）
　TEL　0965-35-6143

頭地大橋開通式典

ふれあい健康ウォーク
　五木村を流れる清流・川辺川を渡り、雄
大な大自然の渓谷をつなぐ全長 490 ｍ、高
さ約 70ｍの「頭地大橋（とうぢおおはし）」
が３月 31日に開通予定です。
　これを記念して、橋からの絶景を楽しみ、
五木村の自然の中をのんびり歩く “ふれあい
健康ウォーク” を開催します。ぜひ、ご家族
やお友だちと参加してみませんか！

　申し込み・お問い合わせ

　五木村教育委員会　37-2266（IP：2266）

期日：平成２５年３月３１日（日）小雨決行
集合：五木子守唄公園（受付・スタート＆ゴール）
　　　※小雨の場合は、五木東小学校体育館
時間：午前９時３０分受付・１１時スタート
特典：五木米のおにぎり・豚汁
　　　開通記念オリジナル粗品プレゼント！
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　年金記録問題の解決に向けて、これまで「ねんきん定期便」などをお送りし、ご確認をお願い
してまいりました。
　しかし、いまだ約2,200万件の持ち主が確認できていない記録が残っています。
　ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」があるのではとご心配のある方は、キャンペーンのパ
ンフレットのチェックリストなどでご確認いただき、お近くの年金事務所等にご相談ください。
　パンフレットはお近くの年金事務所または役場住民税務課で配付しています。

約９人に１人、年金記録が見つかっています。

「ねんきんネット」で
ご確認を！

●「未加入」となっている期間は要チェック。ご家族の助けを
受けて年金記録を発見した方もいらっしゃいます。

　　
●平成２５年１月末から、氏名や生年月日等を入力して、持ち
主不明の記録の中に、ご自身の記録があるかどうか調べるこ
とができます。

受　　　　付：月～金曜日（９: ００～２０: ００）第２土曜日（９: ００～１７: ００）
　　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。
お問い合わせ：ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
　　　　　　　TEL. ０５７０- ０５８- ５５５
　　　　　　　※０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は０３- ６７００- １１４４
ＨＰアドレス：http://www.nenkin.go.jp

後期高齢者医療の被保険者の方へ
医療機関の適正受診についてのお願い

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障を
きたしています。
　必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際には、
つぎのことに留意しましょう。

【お問い合わせ先】　保健福祉課　37-2214（ＩＰ：2214）

若い頃に勤めていた
記録が見つかった

例 :年額 98万円→ 234万円

結婚前の旧姓の
記録が見つかった

例 :年額 43万円→ 154万円

名前の読み方が誤って登録
されていた記録が見つかった
例 :年額 0万円→ 137万円

地域振興局の広域体制を整備します！

７０～７４歳の国保加入者の皆様へ
４月からも窓口負担割合１割が継続します！

●県では、平成 25年４月から、これまでの【地域振興局】の区域を越えた、広域的な観光振興
や地域振興の推進、収税や検査などの専門性の向上を図るため、県央、県北、県南、天草の４
カ所に【広域本部】を設置します。

●【広域本部】設置後も【地域振興局】は、現行の 10局体制を維持し、県税（収納など）の窓口や、
国県道の管理など住民に直接関わるサービスを引き続き提供します。

　手続きは不要です。病院窓口で保険証（高
齢受給者証と一体）を提示してください。
　現在 70 ～ 74 歳で、病院などの窓口で支
払う一部負担金が１割の方は、４月から２割
に引き上げられる予定でしたが、経過措置の
継続により引き続き１割負担で受診できるよ
うになりました（※ただし現役並み所得者
は除きます）。
　対象者には３月下旬より、４月からも１割
負担で受診できる保険証を送付する予定で
す。有効期限は、７月 31日まで（その前に
75 歳の誕生日を迎える方は誕生日まで）で
す。８月１日以降の割合は、平成 24年中の
所得や収入などを基に、改めて判定します。
８月以降の保険証は７月の住民説明会時に交
付する予定です。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課　37-2214（IP：2214）

春の全国交通安全運動のお知らせ
　広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図
り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣付けるとともに、県民自身による
道路交通環境の改善に向けた取組を推進する
ことにより、交通事故防止の徹底を図ること
を目的に全国交通安全運動が実施されます。
　村民の皆様も交通安全運動に、ご協力をお
願いいたします。
実施期間
　①　４月６日（土）～15日（月）までの10日間
　②　交通事故死ゼロも目指す日４月10日（水）
運動の推進項目
　〇運動の基本
　　子どもと高齢者の交通事故防止
　〇運動の重点
１．自転車の安全利用の推進
２．全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

３．飲酒運転の根絶　
前期高齢者【２割（但し平成 26年３月 31日まで１割）】

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。
●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査
や投薬により、かえって体に悪影響をあたえてしまう心配もありますので医師に相談しま
しょう。
●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安
くすみます。利用についてはかかりつけの医師などに相談しましょう。
●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強く
でることもあります。また、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょう。

後期高齢者【２割（但し平成 26年３月31日まで１割）】

高齢受給者としての負担割合は、
こちらに記載しております。
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　熊本いのちの電話では、生きることへの葛藤を抱
え、苦しんでいる方を支えるために、電話相談員の
養成を目的として養成講座（前期・後期）を開催い
たします。良き隣人としてあなたもボランティア活
動に参加しませんか。
１．対象
　　将来熊本いのちの電話相談員を目指す方（30名）
２．養成講座の期間
　　１年間（前期、後期）
　　毎週火曜日 18時半から 2時間
３．養成講座の場所
　　熊本YMCA（熊本市新町）
４．受講料金
　　前期 25,000 円
　　（平成 25年 5月 7日～ 10月 7日）
　　後期 25,000 円
　　（平成25年10月 15日～平成26年3月24日）
　受講を希望される方は申込書が役場保健福祉課に
ありますのでご連絡ください。

第30期熊本いのちの電話相談員養成講座
募集のご案内

　熊本県が財団法人　熊本県ろう者福祉協会に委託して行う手話通訳者養成講座をご案内いた
します。
　この講座は、障がい者自立支援法による市町村の必須事業である手話通訳者派遣事業の手話
通訳者を養成するものです。
　手話通訳者が増えることは地域の聴覚障がい者の福祉発展につながるものです。手話通訳者
になりたい方は応募してください。
　講座の内容：【入門課程】（15日程度）と【基礎課程】（25日程度）を行います。

【問い合わせ先】
財団法人　熊本県ろう者福祉協会　担当者　松永　朗
ＴＥＬ：０９６－３８３－５５８７
ＦＡＸ：０９６－３８４－５９３７

期限内納付と振替期日
　平成 24 年分確定申告の納付期限は次のとおりで
す。

●申告所得税の納付期限
　　平成 25年３月 15日（金）
●消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付期限
　　平成 25年４月１日（月）

　納税は、お近くの銀行（日本銀行歳入代理店）な
どの金融機関（ゆうちょ銀行を含む。）、納税地を管
轄する税務署の窓口で受け付けています。
　また、申告所得税と消費税及び地方消費税（個人
事業者）の納税は、金融機関の預貯金口座から自動
的に振り替える「振替納税」が大変便利です。
　まだ利用されていない方は、是非ご利用ください。
　振替納税の振替日は、次のとおりです。

●申告所得税の振替日
　　平成 25年４月 22日（月）
●消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日
　　平成 25年４月 24日（水）

平成25年３月16日（土曜日）よりくまがわ鉄道のダイヤが次の通り変わります。

【入門課程】平成25年４月24日～７月31日
　　　　　　毎週水曜日　19時～21時
【基礎課程】平成25年９月11日～26年３月26日
　　　　　　毎週水曜日　19時～21時
　会　　場：人吉球磨カルチャーパレス
　受 講 料：無料　ただし、テキスト料等約６千円必要
　受講資格：高等学校卒業以上の学力を有し、手話通訳活動を目指す方。
　受講申込：人吉球磨カルチャーパレス
　　　　　　※テキスト料を添えてお申込み下さい。

くまがわ鉄道のダイヤ改正のお知らせくまがわ鉄道のダイヤ改正のお知らせ



Itsuki.2013.3 12

インフォメーションインフォメーション

Itsuki.2013.313

インフォメーションインフォメーション
平
成
25
年
度
県
民
介

護
講
座
の
ご
案
内

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
一
般
県
民
の
方

を
対
象
に
年
間
を
通
じ
て
実
施

し
て
い
る
介
護
講
座
の
平
成
25

年
度
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
や
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
募
集
期
間
】
３
月
１
日
〜
31

日
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://

w
w
w
.saw
ayaka.or.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６-

３
５
４-

３
０
９
１
）

第
11
回
森
林
自
然
観
察
・

体
験
教
室

　

熊
本
県
で
は
、
毎
月
第
3
日

曜
日
に
県
内
各
地
の
森
林
で
森
林

自
然
観
察
・
体
験
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

3
月
は
津
奈
木
町
舞
鶴
城
公

園
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
17
日
（
日
）
10

時
〜
14
時　

受
付
9
時
30
分

か
ら

　
（
少
雨
決
行
）

【
集
合
場
所
】
つ
な
ぎ
文
化
セ

ン
タ
ー
（
葦
北
郡
津
奈
木
町

岩
城
１
５
８
８-

２
）

【
内
容
】
舞
鶴
城
の
歴
史
探
訪

と
自
然
観
察

【
募
集
定
員
】　

40
名

【
参
加
費
】　

５
０
０
円
（
小
学

生
以
下
３
０
０
円
）

【
申
込
方
法
】　

氏
名
、
年
齢
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
2
月
18
日
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
受
付
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県

森
林
整
備
課
（
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
１
）

■
申
込
先　

〒
８
６
２-

８
５

７
０　
（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
森
林
整
備
課
み
ど
り

推
進
班

・
Y　
０
９
６-

３
８
３-

７
７
０
４

・
電
子
メ
ー
ア
ド
レ
ス

　

sh
in
rin
seib

i@
p
ref.

kum
am
oto.lg.jp

平
成
25
年
度
認
定
職
業
訓

練
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か

ら
行
う
「
木
造
建
築
科
」「
配

管
科
」
の
認
定
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
科
目
】
①
木
造
建
築
科

②
配
管
科

【
訓
練
期
間
】
平
成
25
年
4
月

〜
平
成
27
年
3
月
の
2
年
間

（
授
業
は
主
に
土
曜
日
（
一

部
金
曜
日
も
）
に
年
間
63
日

間
程
度

【
受
講
料
】
訓
練
生
一
人
に
つ

き
年
間
３
万
円
（
4
月
入
校

式
に
納
付
）

【
訓
練
開
始
】　

4
月
中
旬
に
入

校
式
を
開
催
し
、
そ
の
日
か

ら
授
業
開
始

【
募
集
締
め
切
り
】
4
月
30
日

【
助
成
】
雇
用
保
険
適
用
事
業

所
に
は
、
訓
練
生
の
受
講
に

か
か
る
賃
金
の
一
部
が
国
か

ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー　

人
吉
市
相
良
町

１
２
５
３-

１
（
☎
２
２-

２
４
７
５
）

若
い
方
の
お
仕
事
探
し

を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

熊
本
県
で
は
、
球
磨
地
域
振
興

局
総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
等
に

つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
方
】

・
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
ま

た
は
、
保
護
者
の
方

・
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先

生
方

【
お
手
伝
い
の
内
容
】

・
就
職
に
関
す
る
相
談

・
職
業
適
性
診
断

・
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
、

求
人
の
開
拓

・
出
前
相
談

■
連
絡
先　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」（
予
約

制
）
☎
０
９
６
６-

２
２-

０
５
５
５

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の
ご
案
内

　

熊
本
県
・
熊
本
市
か
ら 

熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
に
委
託
し

て
行
う
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
が
わ
か

ら
な
い
、
も
し
く
は
手
話
よ
り

も
日
本
語
で
の
文
字
情
報
で
の

情
報
保
障
を
望
む
聴
覚
障
害
者

に
対
し
て
、
書
い
た
り
・
パ
ソ

コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要
約
筆

記
者
派
遣
事
業
の
担
い
手
で
あ

る
、
要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る

も
の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と

は
地
域
の
聴
覚
障
害
者
の
社
会

参
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
に
な
り
た
い
方

は
ぜ
ひ
応
募
し
て
下
さ
い
。

【
講
座
の
内
容
】　

時
間
（
21
回
）

計
84
時
間
（
共
通
38　

選
択

46
）

【
期
日
】　

平
成
25
年
４
月
25
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で　

毎
週

木
曜
日　
　

10
時
〜
15
時　

（
12
時
〜
13
時
は
昼
休
み
）

【
コ
ー
ス
】　

①
手
書
き
と
②
パ

ソ
コ
ン
の
２
コ
ー
ス
を
設

け
、
途
中
で
分
か
れ
ま
す
。

【
会
場
】　

熊
本
県
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
長

嶺
）

【
受
講
料
】　

無
料　

但
し
テ
キ

ス
ト
料
等　
　

約
３
千
円
程

度
【
受
講
資
格
】　

高
等
学
校
卒
業

以
上
の
学
力
を
有
し
、
要
約

筆
記
活
動
を
目
指
す
方
。

【
受
講
申
込
】　

４
月
10
日
ま
で

人事院と国税庁では、国税専門官採用試験の受験者の募集をしています。
募集要領は、次のとおりです。

１　受験資格
　⑴　昭和５８年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方
　⑵　平成４年４月２日以降に生まれた方で、次に掲げる方
　　①　大学を卒業した方及び平成２６年３月までに大学を卒業する見込の方
　　②　人事院が①に掲げる方と同等の資格があると認める方　

２　試験の程度
　　大学卒業程度

３　申込方法及び申込受付期間
　⑴　インターネットによる申込み（原則）
　　　人事院ホームページ上の申込
　　　専用アドレスをご利用ください。（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）
　　　　申込受付期間は、平成２５年４月１日（月）から４月１１日（木）まで（受信有効）
　⑵　郵送又は持参による申込み（※インターネットによる申込みができない場合に限る）
　　　申込用紙は、熊本国税局及び最寄りの税務署に備え付けています。
　　　申込受付期間は、平成２５年４月１日（月）から４月２日（火）まで（２日（火）まで
　　　の通信日付印有効。）
　　　※　申込受付期間が短くなっていますので、ご注意ください。

４　第一次試験
　　平成２５年６月９日（日）

５　受験申込先
　　全国の各国税局及び沖縄国税事務所
　　希望する第一次試験地により申込先が異なりますので、詳しくは、次のところへお問い合
　　わせください。
　⑴　人事院九州事務局（電話０９２－４３１－７７３３）
　⑵　熊本国税局人事第二課試験研修係（電話０９６－３５４－６１７１）内線　２０７２

【お問い合わせ】
人吉税務署（電話　０９６６－２３－２３１１）※自動音声案内の後、「２」をご選択ください。

国税専門官採用試験受験者募集国税専門官採用試験受験者募集

に
①
手
書
き
か
②
パ
ソ
コ
ン

の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
電
話

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
聴
覚
障
害
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
６
２-

０
９
５
０

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁

目
９
番
４
号
）

　

財
団
法
人 

熊
本
県
ろ
う
者
福

祉
協
会　
　

担
当
者　

小
野

尚
寿
（
☎
０
９
６-

３
８
３

-

５
５
８
７　

Y
０
９
６-

３
８
４-

５
９
３
７
）

第
二
種
電
気
工
事
士
講

習
会
を
実
施
し
ま
す

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
第
二
種
電
気
工
事
士
」

筆
記
試
験
対
策
講
座
受
講
生
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

【
講
座
科
目
】　
「
第
二
種
電
気
工

事
士
」
筆
記
試
験
対
策
講
座

【
訓
練
期
間
】　
７
月
20
日
（
土
）

〜
９
月
７
日
（
土
）
ま
で
の
土

曜
日
の
み
の
８
日
間　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
の
６
時
間

【
受
講
料
】　

訓
練
生
一
人
に
つ
き

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
募
集
期
間
】　
３
月
11
日
（
月
）

〜
４
月
１
日
（
月
）

【
注
意
事
項
】　

10
月
実
施
の
下

期
の
第
二
種
電
気
工
事
士
の
試

験
に
申
し
込
み
を
予
定
し
て
い

る
方
。
試
験
申
し
込
み
要
領

な
ど
も
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３-

１

（
☎
２
２-

２
４
７
５
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
、「
に

っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅
２
０
１
３〝

春
の
旅
〞」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
4
月

に
鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
山
梨
県

へ
向
け
て
旅
を
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、み
な
さ
ん
か
ら
の
お

手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、村
内
の「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

手
紙
が
採
用
さ
れ
れ
ば
五
木
村

に
火
野
正
平
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

■
熊
本
県
の
放
送
予
定

　
４
月
８
日（
月
）〜
14
日（
日
）

■
応
募
期
間

　
３
月
22
日（
金
）必
着

■
応
募
内
容

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、

年
齢
、思
い
出
の
場
所
、場
所
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.nhk.or.jp/

kokorotabi/

Y
０
３-

０
４
６
５-

１
３
２
７

郵
送
：

　
〒
１
５
０-

８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

■
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６　

ま
た
は

☎
０
５
０-

３
７
８
６-

５
０
０
０

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅



竹村 心吾 くん
H24.3.8生

（父）文秀　（母）愛　〔西谷〕

たけむら しんご

　心吾、誕生日おめ
でとう。病気ひとつ
せず、人見知りもせ
ず、元気に育ってく
れて感謝していま
す。立てるように
なって約１ヶ月。な
かなか一歩が踏み出
せず、苦慮している
ね。でも、ノリノリ
の曲を聴いての“腰
ふりダンス”を見て
いると、もうすぐ歩
けるようになるヨ。
皆から愛される人に
なってください。

TopicsTopics

□
発
行
日
/平
成
25年

3月
１
日
　
□
発
行
/五
木
村
役
場
　
□
編
集
/総
務
課
　

〒
868-0201熊

本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
2672-7　

TEL：
0966-37-２

２
１１
　
FA
X：
0966-３

７
-2215　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http ://w

w
w
.vill.itsuki.lg.jp

自
然
が
奏
で
る
子
守
唄
の
里
　
五
木
村

 １日（金） 五木分校卒業式
 ３日（日） 五木源ふれあいフェスタ
 ８日（金） 東分館料理教室
10日（日） 中学校卒業式
16日（土）～31日（日）
 バンジージャンプ
17日（日） 自転車ロードレース
19日（火） 北分館男性料理教室
22日（金） 東小学校卒業式
25日（月） 中央保育所卒園式
29日（金） 区長会
31日（日） 頭地大橋開通式
 ふれあい健康ウォーク

 １日（月） 中央保育所入園式
 ８日（月） 東小入学式
 ９日（火） 中学校入学式
 五木分校入学式
30日（火） 区長会

229No.

飲料水自動販売機（災害対応機）を設置しました飲料水自動販売機（災害対応機）を設置しました飲料水自動販売機（災害対応機）を設置しました

男

女

計

転
入

0

0

0

2

2

4

転
出

0

1

1

出
生

1

1

2

死
亡

人の動き（１月末現在） 戸籍の窓口行事予定

３　

月

４　

月

人　口・・・1,280人
世帯数・・・534世帯

※12月20日～２月19日届出分

　

　役場正面玄関横に、飲料水自動販売機（災害対応機）
を設置しました。
　この販売機は、通常は、普通の販売機と同じですが、
台風や大雨等の災害により、ライフライン（道路、電気、
水道等）が寸断された場合、販売機内にある飲料水を無
償で提供するものです。（災害時における飲料水供給に
関する契約書も結んでおります）停電時でも、付属のハ
ンドルを回すことで発電し飲料水を提供できるように
なっています。
　また、来庁される方々へのＰＲとして、“ いつきちゃ
ん”を販売機にプリントして頂いております。

自然が織りなす造形美自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然ががががががががががががががが織織織織織織織織織織織織織織りりりりりりりりりりりりりりりなななななななななななななななすすすすすすすすすすすすすすす造造造造造造造造造造造造造造造形形形形形形形形形形形形形形形美美美美美美美美美美美美美美美自然が織りなす造形美自然が織りなす造形美
　厳しい冷え込みとなった1月28日
の朝、村道白蔵線の道路脇に岩から
染み出た水が氷結し氷のカーテンが
できました。

【
お
く
や
み
】

２
月
９
日　

坂
口　

シ
ツ
子 

（
87
才
）
梶
原

２
月
16
日　

有
本　
　

馬 　
（
104
才
）
下
平
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

１
月
７
日　

口
元　

桃
佳
（
く
ち
も
と　

も
も
か
）

　

（
父
）
倫
太
郎　

（
母
）
絵
美　

（
頭
地
）

【
出　

生
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
出　

生
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

TopicsTopics




